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安全就業スローガン

津沢地区　中嶋久男

指差す　声だし　作業確認もう一度

会 員 数 …… 359 名

男性 224 名     女性 135 名

【平成 29 年 12 月 28 日現在】
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第43号 シ ル バ ー お や べ 平成30年１月10日 （2）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
平
成
三
十
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
年
も
お
元
気
で
「
健
康
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
」
の
た
め
、
就
業
に
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
は
、
本
年
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄

を
お
念
じ
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
忠
実
で
勤
勉
な
努
力
家
と
も
言
わ
れ
る
戌
（
い

ぬ
）
の
年
で
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
も
、
事
業
の
原
点
に

立
ち
、
基
本
に
忠
実
に
努
力
を
重
ね
、
一
層
の
飛
躍
を
遂
げ

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
改
め
て
セ
ン
タ
ー
事
業
の
原
点
を
再
確

認
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
小
矢
部
市
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以
上

の
健
康
で
、
働
く
意
欲
が
あ
り
、
働
く
こ
と
に
よ
る
生
き
が

い
や
喜
び
を
得
た
い
、
就
業
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
方
に
、
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
を
提
供
す
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
通
じ
、
高
年
齢

者
の
豊
か
な
知
識
・
経
験
・
技
能
を
生
か
し
て
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
の
原
点
は
、
①
仕
事
の
準
備
か

ら
完
成
ま
で
会
員
自
身
の
責
任
で
自
主
的
に
対
応
し
、ま
た
、

自
分
た
ち
の
力
で
会
員
や
仕
事
を
増
や
し
、
生
き
が
い
を
見

い
だ
す
と
い
う
「
自
主
・
自
立
」、
②
個
人
的
な
能
力
差
を

超
え
て
、
助
け
合
い
な
が
ら
共
同
し
て
仕
事
を
完
成
さ
せ
、

ま
た
、
お
互
い
、
い
た
わ
り
合
い
な
が
ら
働
く
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
て
気
持
ち
よ
く
仕
事
を
す
る
と
い
う
「
共
働
・
共
助
」

の
二
点
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
会
員
は
請
負
者
（
個
人
事
業
者
）
で
あ
り
、

当
セ
ン
タ
ー
は
個
人
事
業
者
で
あ
る
会
員
の
自
主
・
自
立
・

共
働
・
共
助
の
活
動
を
支
え
る
組
織
で
あ
る
と
い
う
の
が
原

点
か
と
思
い
ま
す
。

事
業
を
行
う
者
が
何
を
目
指
せ
ば
良
い
か
を
見
失
い
か
け

た
と
き
に
、
あ
る
べ
き
姿
に
導
い
て
く
れ
る
原
点
と
な
る
教

え
と
し
て
、
近
江
商
人
の
「
三
方
良
し
（
売
り
手
良
し
、
買

い
手
良
し
、
世
間
良
し
）」
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
当
て
は
め
ま
す
と
、
働
く
こ
と
で
地
域
や

市
民
の
お
役
に
立
ち
、
生
き
が
い
に
も
、
健
康
づ
く
り
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
高
年
齢
者
（
会
員
）、
安
心
し
て
仕
事

を
任
せ
た
い
依
頼
者
、
福
祉
の
受
け
手
で
は
な
く
、
社
会
の

担
い
手
と
な
る
高
年
齢
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の

活
力
を
高
め
た
い
小
矢
部
市
、
こ
の
三
者
い
ず
れ
に
と
っ
て

も
良
い
（
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
）
と
こ
ろ
を
目
指
す
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
そ
の
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
運
営
を
目
標
に
、
関
係

者
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
賀
新
年
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富
山
県
国
際
会
議
場
に
お
い
て
、
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
の

「
設
立
三
十
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
」
及
び
「
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
を
開

催
さ
れ
、
小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
及
び
職
員
四
十
五
名
が
参
加

し
、
県
内
の
シ
ル
バ
ー
か
ら
約
八
〇
〇
名
の
会
員
が
出
席
し
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
の
後
、
記
念
講
演
が
あ
り
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
草
野　

仁
さ
ん
が

「
い
つ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
」
と
題
し
て
話
が
あ
り
、
会
場
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

草
野
　
仁 

氏 

記
念
講
演

シルバーフェスタパネル展

就業体験コーナー

第43号シ ル バ ー お や べ平成30年１月10日（3）

平成 29年 11 月 10日、小矢部市長桜井森夫様及び小矢部市議会議長中西正史様へ

平成 30年度要望を行いました。

柴田理事長、村上副理事長、佐野専務理事兼事務局長が要望しました。要望内容は

運営・事業費補助金の予算要望等です。

また、平成 29年 12 月 21 日、小矢部園芸高等学校長大崎武治様へ専攻科生徒の皆

様にシルバー会員の入会・就業を勧めていただくよう要望いたしました。これは剪定・

雪吊り作業に就業する会員確保のために実施いたしました。柴田理事長、業務委員会

委員、佐野専務理事兼事務局長が要望いたしました。

十
月
二
十
四
日

富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

三
十
周
年
記
念
式
典
参
加

小矢部市等への支援要請について



新入会員の声

空
き
家
管
理
事
業
先
進
地
視
察
に
つ
い
て

第43号 シ ル バ ー お や べ 平成30年１月10日 （4）

今
年
か
ら
「
シ
ル
バ
ー
空
き
家
管
理
サ
ー
ビ
ス
」
が
始
ま
り
、

そ
の
報
告
書
の
作
成
事
務
を
し
て
欲
し
い
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
は
、
退
職
前
の
勤
務
先
で
少
し
使
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
そ
れ
で
は
と
思
い
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
出
向
き

ま
し
た
。
最
初
は
、
職
員
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
今
で
は
一

人
で
作
成
が
出
来
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
空
き
家
等
は
、
庭
木
・
雑
草
等
の
繁
茂
に
よ
る
近
隣
住
民

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
不
法
投
棄
や
不
法
侵
入
等
、
社
会
問
題
化
し
て

お
り
、
ま
た
、
核
家
族
化
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
担
当
す
る
私
達
五
人
は
先
般
、
昨
年
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
松
本
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
同

セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
事
業
」
と
し

て
の
（
１
）
実
施
方
法
（
２
）
確
認
事
項
（
３
）
留
意
事
項
等
、

巡
回
・
見
回
り
方
法
や
、
そ
の
経
験
を
生
か
す
べ
き
対
応
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
、
大
変
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

私
達
は
、
松
本
地
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
得
た
知

識
や
、
経
験
を
生
か
し
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー

空
き
家
サ
ポ
ー
タ
ー
の
一
員
と

し
て
、
空
き
家
・
空
き
地
を
適

正
に
管
理
し
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
え
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

益
々
の
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
会
員
と
な
っ
て

埴
生
地
区
　

吉

田

外
茂
治

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
、
職
員
二
名
、
空
き
家
管
理
業
務
担
当
会
員

五
名
は
長
野
県
松
本
市
の
（
公
社
）
松
本
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
松
本
地
域
Ｓ
Ｃ
）
へ
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

松
本
地
域
Ｓ
Ｃ
で
は
青
木
事
務
局
長
、
山
口
業
務
係
長
、
空
き
家
管
理
担

当
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
平
沢
氏
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
本
地
域
Ｓ
Ｃ
で
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
同
Ｓ
Ｃ
に
お
け
る
現
状
及
び
空
き

家
管
理
業
務
の
実
績
等
を
ご
説
明
い
た
だ
い
た
後
、
同
様
に
小
矢
部
市
Ｓ
Ｃ

に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
質
疑
応
答
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
空
き
家
管
理
業
務
担
当
の
会
員
か
ら
も
質
問
が
あ
り
、

大
変
有
意
義
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
松
本
地
域
Ｓ
Ｃ
で
は
「
シ
ル
バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
え
が
お
」
と
い
う
独

自
の
施
設
が
あ
り
、
会
員
の
手
作
り
雑
貨
や
農
産
物
が
購
入
で
き
る
ほ
か
、

喫
茶
店
も
併
設
さ
れ
て
お
り
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

空
き
家
管
理
業
務
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
て
、
た

い
へ
ん
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

左から　高島会員、河除会員、佐野会員、
　　　　吉田会員、稗田会員



今年も 10 月７日（土）、クロスランドおやべにて「お

やべ元気フェスティバル 2017」が開催されました。

メインホールには「シルバー人材センター」のブースも

あり、１年間の活動内容が写真パネルで展示されていまし

た。また、各種教室での皆さんの木工品、手芸品等が多く

展示されており、どの作品にも工夫や努力が見受けられ、

制作中大いに楽しまれていた様子や出来上がった時の喜び

がしっかりと伝わってきました。

今年は、広報用として、「介護予防、生活支援サー

ビス事業」「空き家サポートサービス事業」に関する

チラシを、会場入り口にて配布しました。

今回初めての参加でしたが、会場の賑わい、活気、

足を運びたくなる様々な工夫にも、とても感心しまし

た。是非来年も見に来ようと思っています。

広報委員　田千里
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「おやべ元気フェスティバル2017」に参加して

働ける！働きたい！高齢者の方へ

シルバー会員に

なりませんか？

入会説明・相談会は
毎月第２・第４月曜日に14時00分から16時00分まで

小矢部市シルバー人材センターにて行っています。
（祝日等の場合は中止）

※詳しくは、小矢部市シルバー人材センターへお尋ねください。

・原則60歳以上で、健康で働く意欲のある方。

・入会説明会を受け、シルバー人材センターの

趣旨に賛同いただける方。

・所定の入会申込み書類を提出いただいた方。

・所定の会費を納入された方。

会員になるには…

会
員
募
集
中

小
矢
部
市
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以
上

で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
皆
さ
ん

の
ご
近
所
や
お
知
り
合
い
の
方
に
、
ぜ
ひ
声

か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。



平成29年10月11日

平成29年10月11日、小矢部市農村

環境改善センターにおいて、小矢部警

察署交通課長　山田康則様を講師に迎

え、交通安全講習会が行われました。

今年度の小矢部市内の交通事故状況等

について説明がありました。配布され

た資料等に基づいて、夜間の外出時には反射材を着用し、自動

車から認識され易くすること等、高齢者が加害者や被害者にな

らないための対策や平成29年３月12日に施行された改正道路

交通法の高齢者講習の内容について説明がありました。

福島県シルバー人材センター連合会から届いたお礼状

チャリティーバザー

第43号 シ ル バ ー お や べ 平成30年１月10日 （6）

ボランティア活動の後、農村環境改善センター内の和室では、会員互助会により、豚汁やおに

ぎり等が振る舞われ、会員達は交流を深めました。日頃は接することの少ない他地区や他職種の

会員達との交流の場ともなり、共通の話題で盛り上がったり、互いの近況を話し合ったりして、

楽しい交流の場となりました。

また、会員が持ち寄った野菜や遊休品でチャリティーバザーを開催しましたところ、その収益

金は36,000円となり、無事に終了することができました。その収益金は、東日本大震災で被災

した福島県内のシルバー人材センターへの支援のため、公益社団法人福島県シルバー人材セン

ター連合会へ義捐金として送られました。ご協力いただきました会員の皆さまには、厚くお礼申

し上げます。

交通安全講習会の後、会員及び役職

員を含めて約120名がボランティア活

動に参加しました。ラジオ体操で体を

ほぐし、農村環境改善センターの敷地

内とクロスランドおやべのパターゴル

フ場内の除草を行いました。さわやか

な秋空の下、心地よい汗をかきなが

ら、会員同士が協力し、無事に活動を

終えることができました。

（会員のつどい）

（ボランティア活動）

（交通安全講習会）
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「
そ
ば
打
ち
体
験
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
二
月
三
日
㈰
に
宮
島
そ
ば
打
ち
道
場
で
「
そ
ば

打
ち
体
験
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
二
十
四

名
の
参
加
で
、
笑
顔
溢
れ
る
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

　
会
員
研
修
　
十
月
二
十
四
日
（
火
）
〜
二
十
五
日
（
水
）


富
岸
水
上
ラ
イ
ン

ク
ル
ー
ズ
と

宇
奈
月
温
泉
・
ト
ロ
ッ
コ
で
峡
谷
を
行
く

水
島
地
区
　
宮

崎

洋

子

予
期
せ
ぬ
台
風
二
十
一
号
の
進
路
と
な
り
、
落

ち
着
か
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
幸

運
に
も
前
日
未
明
に
通
過
し
参
加
会
員
三
十
九
名

の
皆
さ
ん
、
晴
れ
や
か
に
出
発
し
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
は
、
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
が
設
立
三
十
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念

式
典
が
富
山
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
出
席
い
た

し
ま
し
た
。
式
典
の
後
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
、

キ
ャ
ス
タ
ー
草
野
仁
氏
の
「
い
つ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
で
」
と
題
し
た
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た

フ
ロ
ア
で
は
、
各
地
区
人
材
セ
ン
タ
ー
が
日
頃
の

活
動
状
況
を
、
写
真
で
展
示
し
た
り
、
作
品
を
販

売
・
Ｐ
Ｒ
し
た
り
と
た
い
へ
ん
な
賑
わ
い
で
し
た
。

午
後
は
環
水
公
園
か
ら
、
富
岸
水
上
ラ
イ
ン
を

チ
ャ
ー
タ
ー
船
で
岩
瀬
ま
で
約
一
時
間
余
り
の
船

旅
で
す
。
両
岸
の
風
景
を
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
み
ま

し
た
。
途
中
の
重
要
文
化
財

中
島
閘
門

は
運

河
の
上
流
側
と
下
流
側
の
二
・
五
ｍ
の
水
位
差
を

調
整
し
て
、
パ
ナ
マ
運
河
式
に
船
を
通
過
さ
せ
て

い
ま
す
。
水
位
差
は
日
本
最
大
級
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
岩
瀬
か
ら
バ
ス
は
一
路

宇
奈
月
温
泉


へ
。
夕
暮
れ
と
共
に
「
サ
ン
柳
亭
」
に
到
着
。
温

泉
で
ゆ
っ
く
り
と
長
い
一
日
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
、

得
意
の
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
多
く
の
方
と
の

会
話
も
は
ず
み
、和
や
か
な
一
時
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
黒
部
川

電
気
記
念
館
を
見
学
し
た
後
、
ト
ロ
ッ
コ
電
車
に

乗
り
込
み
ま
し
た
。
立
山
連
峰
と
後
立
山
連
峰
の

間
に
、
地
殻
隆
起
と
黒
部
川
の
浸
食
作
用
に
よ
っ

て
で
き
た
日
本
一
深
い
Ｖ
字
谷
を
、
ト
ロ
ッ
コ
電

車
は
、
室
井
滋
さ
ん
の
音
声
ガ
イ
ド
で
欅
平
へ
と

ど
ん
ど
ん
進
み
、
息
を
の
む
景
色
が
展
開
さ
れ
て

行
き
ま
し
た
。
欅
平
で
は
散
策
し
た
り
、
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
で
映
像
や
写
真
で
周
辺
の
自
然
を
学

び
ま
し
た
。

大
自
然
を
満
喫
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
今
回
の
旅

を
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
し
て
、
草
野
仁
さ
ん
の
「
何
事
も
遅
す

ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
思
い
つ
い
た
時
、
気
が
つ
い

た
時
が
ス
タ
ー
ト
」
と
い
う
言
葉
を
心
に
刻
ん
だ

旅
で
し
た
。

互
助
会
だ
よ
り

同
好
会
だ
よ
り
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
良
い
年
を
迎
え

ら
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。

「
シ
ル
バ
ー
お
や
べ
」
の
広
報
に
携

わ
っ
て
二
号
目
に
な
り
ま
す
。
会
員
の

皆
様
の
活
躍
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
今

日
で
す
。

一
年
ご
と
に
皆
平
等
に
年
齢
は
増

え
て
い
き
ま
す
が
、
私
達
高
齢
者
に
は

身
に
重
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
自
分
は
ま

だ
大
丈
夫
と
思
わ
ず
尚
さ
ら
に
健
康
に

留
意
し
た
い
も
の
で
す
。

私
の
住
む
近
辺
は
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

が
出
来
て
か
ら
、
田
舎
か
ら
街
に
様
変

わ
り
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
て
お
り
ま

す
。
今
年
の
秋
に
は
ス
ー
パ
ー
銭
湯
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
今
後
も
移
り
変
わ

り
が
楽
し
み
で
す
。

仕
事
、
趣
味
、
た
ま
に
温
泉
と
本

年
も
皆
様
と
共
に
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
で
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

地区懇談会
とき　２月上旬〜

安全就業講習会
とき　３月６日（火）

場所　クロスランドおやべ

※詳細が決まりましたら、

　あらためてお知らせいたします。

あ
と
が
き

お知らせ

明けましておめでとうご

ざいます。皆様におかれま

しては、お健やかに平成

30年の初春をお迎えのこ

ととお慶び申し上げます。

さて、安全管理委員会で

は、「事故ゼロ」を目指し

て、富山県シルバー人材センター連合会の斉藤安全適

正就業指導員と共に、安全・適正就業について話し合

い、除草（手除草、機械刈）、剪定などの屋外作業に

ついて安全パトロールを行いました。留意事項や事故

事例を挙げての説明があり、安全管理委員や就業会員

にとって有意義なパトロールとなりました。

今年度これまでの事故は、保険対象とならない軽微

な事故を含めて７件発生（平成29年４月〜平成29年

12月時点）しており、そのうち物損事故が６件、傷

害事故が１件となっています。

安全管理委員会では、安全パトロールの強化（回数

を増やす）等の対策も大切ではありますが、会員各自

が安全意識を高め、安全確認（指差呼称）を励行する

という、会員一人一人の心がけの積み重ねこそが、「事

故ゼロ」を実現するうえで最も大切であると考えてい

ます。

安全で適正な就業を通し、「事故ゼロ」を目指して

丁寧な仕事を提供することで、地域社会に感謝され、

喜ばれるシルバー人材センターになるように、会員の

皆様と共に頑張りたいと思います。

最後になりますが、今年一年、会員の皆様のご健康

とご多幸を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせて

いただきます。

安全管理委員長 　中村　利夫

　　　　　安全管理委員会だより 事故ゼロを目指して！

平成29年11月８日（水）の富山新聞の朝刊に

水島地区会員の前田與志廣さんが独自に考案し

た肥料を使って野菜や果物づくりに取り組んで

いることが掲載されました。前田さんは今後も

研究を続けさらに良い肥料を生み出そうと

意気込んでいらっしゃいます。これこそが

「いつもチャレンジ精神で」ですね。

ほのぼのコーナー

ぜひとも、ご参加お願いします

平
成
29
年
11
月
8
日
（
水
）
掲
載

広
報
委
員
　
山
田
　
操


